
事例８ 探究的な学習【課題の設定】 
学びたい気持ちが生まれる！生徒主体の個人探究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 

・フォーム作成ツール（Microsoft Form 等）と Web 会議ツー

ル（Microsoft Teams 等）を用いたアンケートの作成 

・プレゼンテーションソフト（Microsoft PowerPoint 等を用

いた発表資料の作成 

・文書作成ソフト（Microsoft Word 等）、表計算ソフト

（Microsoft Excel 等）を用いた発表原稿やグラフ資料の作

成 

 

ＩＣＴ活用の利点 

① アンケートの作成・配布・集計が簡単にでき、自動集計によって効率的かつ安心して活用で

きる。 

② プレゼンテーションソフト（Microsoft PowerPoint 等）を使うことで、情報を整理しやすく、

見やすい資料を作成できる。画像やグラフで分かりやすく伝えられる。 

③ 文書作成ソフト（Microsoft Word 等）では、文章構成を整えやすく、図表やグラフを挿入し

て分かりやすい発表原稿を作成できる。表計算ソフト（Microsoft Excel 等）では、データ

をもとにグラフを簡単に作成でき、数値の傾向や比較が視覚的に分かりやすくなる。 

 

１ 単元名 個人探究と自己の生き方 ～自分の好きを深める～ 

 

２ 単元の目標  

生徒が自分の興味・関心に基づく課題を主体的に設定し、設定したテーマに関わる先行研究や、

地域、専門家などの方々と関わる個人探究の活動を通して、テーマに対する概念的（世間一般で

考えられていること）知識について理解し、異なる情報の共通点や相違点を見付け、関係や傾向

について考えるとともに、実社会や実生活の問題の解決に、自分のこととして取り組もうとする。 

 

３ 生徒の実態 

「生徒の興味・関心に基づく課題」の視点から、問いと仮説を生徒自身が設定して探究活動を

行う。本校ではこれまで２学年で「個人探究と自己の生き方講座」について探究活動を行ってき

た。これまでの取組から生徒たちは１年間の学習活動では、調べ学習で終わってしまう生徒が多

くいた。また探究のプロセスを自ら回していく事に課題を感じる生徒も見られた。このような実

態から、単年計画の探究活動を見直し、３年間の個人探究にすることにした。このことによって

単なる調べ学習ではなく、探究活動を行っていくことや探究のプロセスを回すことを実現すると

いった意図がある。 

個人探究において難しいことは、個に応じた指導・支援を行いながら、生徒が学びたくなるよ

うな工夫をすることである。また生徒一人一人の学びがどのような状況なのか教師が見極めるこ

とに困難さがある。生徒の変容については OPPA 論を参考にした振り返りシートなどの活用を通

して、追っていく。 

○学年    第１学年 

○探究課題  生徒一人一人が、自分の興味・関心に基づく課題を個別に設定して探究する（探

究課題は生徒によって異なる）。それぞれの探究を通して、本質的な問いである

「あなたにとって『学ぶ』とは何ですか。」に対する自分なりの答えを見いだして

いくことを目指す。 

○主な事例のポイント 

 ①教師が選択肢を設けずに、生徒の興味・関心に基づいた主体的な「課題の設定」を行う。 

 ②専門家やゲストティーチャーによる指導助言で、視野を広げる「課題の再検討」を行う。 

③毎時間の振り返りによる「生徒の実態把握」、学ぶ意欲の下支えを行う「適切な教師の関わり」

を行う。 



４ 教材について 

本単元では、「教材」を単なる教科書や資料に限らず、生徒一人ひとりの興味・関心に基づく

課題と、それを支える思考ツール・専門家・学びの場を含んだ広い概念として位置付ける。ワー

クシートによる「好きの確認」や思考ツールを活用することで、生徒の頭の中にある「何となく

の好き」を言葉として可視化し、問いや仮説の形にしていく。これらを、課題設定を支える重要

な教材として位置付ける。また、大学教員や学芸員との対話、大学・博物館といった「本物の人」

や「本物」との出会いも、探究の対象を「もの」から「こと」「人の思い」へと広げ、課題を再

構成していく契機となる教材として位置付けている。 

個人探究では、「生徒が自由に探究する」が放任と結び付けられ、「やらせているだけ」の活動

になってしまう危うさがある。本実践では、ワークシートや毎時間の振り返りをもとに生徒の姿

を捉え、コメントや問い返しによる形成的評価を通して、課題設定や探究の深まりを意図的に指

導・支援していく。 

本校では、「生徒の興味・関心に基づく課題」という視点から、問いと仮説を生徒自身が設定

して探究活動を行う３年間の系統そのものを教材構成の中核と考えている。１年生では、「問い

（仮説）を見つける」ことに焦点を当て、自分がワクワクするテーマを探し、実際に探究するこ

とで興味の種を見付け、テーマをより深く面白く進化させていく段階を設けている。２年生では、

「問いを探究する」段階に入り、１年生で見つけたテーマをさらに掘り下げながら、実証実験や

観察、アンケートなどを通して、単に調べるだけでなく自分の考えを裏付ける「根拠」を見つけ

ることを目指す。３年生では、「問いを提言する」段階に進み、２年間の学びを論文にまとめ、

発表資料を作成し、その探究の成果を校内だけでなく地域の方々にも発信する。このように、問

いの「発見―探究―提言」という３段階を通して、探究課題そのものが学年進行に応じて発展し

ていくよう、系統的に構成されている。 

年度末には、１年生および２年生においても一年間の探究の成果をまとめる活動を位置付けて

いる。生徒は、自ら設定した探究課題を振り返りながら、「学ぶ」とは何かという問いを自分の

言葉で捉え直す。３年間を通じて、本質的な問いを「学ぶとは何か」と据え、生徒が一年間の探

究活動の中でこの問いについてじっくりと考え続けることそのものを教材としてデザインする

ことで、「学ぶ」ということの意味を深掘りし、持続的に学び続けようとする力を培っていくこ

とをねらいとしている。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①生徒が設定したテーマに関わる

先行研究や、地域、専門家などの

方々との関わりを通して、テー

マに対する概念的（世間一般で

考えられていること）知識を習

得している。 

②調査活動を目的や対象によって

適切な方法や手段を理解して、

使いこなすことができる。 

③探究活動が、自分の成長を促し

たり、テーマに対する理解が深

まったり、学習と実生活とがつ

ながったりすることに、気付い

ている。 

 

 

①興味・関心のある事柄について、自分の考

えをもとに先行研究や地域、専門家などの

方々の考えを取り入れ、自らテーマを設定

している。 

②テーマの探究のための方法や手段を考え、

確かな見通しをもって計画を立てること

ができる。 

③必要な情報を多様な方法で収集し、種類に

合わせて蓄積するとともに、情報を効率的

に収集する手段を選択することができる。 

④異なる情報の共通点や相違点を見付け、関

係や傾向を明らかにするとともに、事象を

比較したり関連付けたりして確かな理由

や根拠を見いだしている。 

⑤自身の調べたことや考えたことを、結論に

対する根拠を明らかにして分かりやすく

提案し、相手や目的に応じて効果的な表現

をしている。 

①課題解決に向け、自分の特徴やよさ

に気付き、探究活動に進んで取り組

もうとする。 

②自他の意見や考えのよさを生かしな

がら課題解決に向け、協働して学び

合おうとする。 

③学習を振り返り、自己の成長を自覚

し、学習や生活に生かしている。 

 

  



６ 単元の指導計画と評価計画（70 時間扱い） 

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過程 ○学習活動 ・生徒の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 

【小単元１ 探究基礎（探究することを描こう）】（12） 

課題 

 

 

〇ガイダンス、「問いの設定講座」⑵ 

・探究活動について見通しが持てた。 

・これからの総合的な学習の時間の進め方

が分かった。 

・学校をより良くするにはどんな視点があ

るかな。 

・総合的な学習の時間のねらいや進め方に

ついて確認し、学習に見通しをもつこと

ができるようにする。 

・総合的な学習の時間のガイドブックを活

用し問いの設定について指導する。 

・学校に関心がもてるようにする。 

○態①（観察） 

情報 〇「情報収集講座」⑵ 

・情報収集はどのようにすればよいかわか

った。 

・実際に調べるとなると大変だな。 

・総合的な学習の時間のガイドブックを活

用し情報収集について指導する。 

・指導したことを踏まえながら、実際に情

報収集を行わせる。 

◯思・判・表②（ワークシート） 

整理 〇「整理・分析講座」⑵ 

・調べたことを改めて整理したり、分析し

たりするのは大切だな。 

・調べた内容に偏りがあるのがわかったの

で、違う視点からも調べる必要がある。 

・総合的な学習の時間のガイドブックを活

用し整理・分析について指導する。 

・指導したことを踏まえながら、実際に整

理・分析を行わせる。 

◯思・判・表④（ワークシート） 

表現 

 

〇「考察・表現講座」⑷ 

・自分の考えをわかりやすく伝えるには

色々な方法があるのが分かった。 

・発表に向けて準備は大変だな。 

 

〇クラス内発表会⑵ 

・実際に発表すると伝わりにくい部分があ

った。 

・同じ学校を良くすることについてまとめ

ても人によって違う捉え方をするんだ

な。 

・総合的な学習の時間のガイドブックを活

用し考察の書き方について指導する。 

・指導したことを踏まえながら、実際に考

察を考えさせる。 

◯思・判・表①（ワークシート） 

・総合的な学習の時間のガイドブックを活

用し発表の仕方について指導する。 

・探究基礎講座での気付きや学びを小単元

２に活かせるように指導する。 

◯思・判・表⑤（観察） 

 

 

【小単元２ 個人探究（自分の「すき」を探ろう）】（36） 

課題 〇ガイダンス・「問いの設定」⑵ 

「あなたにとって学ぶとは何ですか？」 

・探究活動について見通しがもてた。 

・これからの総合的な学習の時間の進め方

が分かった。 

・学ぶということについて考えたけど、あ

まり良くわからない。 

◯「アドバイザーミーティング」⑵ 

・自分の好きをもとに考えた問いには、ま

だまだ考える余地がある。 

・講師の先生のおかげで、テーマが明確に

なり、見通しも大まかにもつことができ

た。 

 

 

・小単元１での気付きや学びを小単元２に

生かせるように指導する。 

○態①（ワークシート） 

 

 

 

 

 

・専門家やゲストティーチャーの指導・助

言を受けることで、新たな視点や具体的

な課題の方向性を見付けられるよう指導

する。 

○知・技①（ワークシート） 

事例のポイント② 実践例２を参照 

事例のポイント① 実践例１を参照 

編 P174 指導計画作成の留意事項⑷ 

事例のポイント① 実践例１を参照 



情報 〇ゼミ活動 

「先行研究調査・仮説を立てる」⑻ 

・自分の考えた問いやテーマに対して既に

色々な人が考え、書籍や論文にまとめて

いるんだ。 

・インターネットだけでなく、図書館には

たくさんの種類の本があるので有効活

用していく。 

 

 

 

 

 

・仮説を立てるに当たっては、いきなり論

文などを参考にするのではなく、図書室

にある書籍から調べ参考にするよう指導

する。 

◯思・判・表③（ワークシート） 

 

整理 〇ゼミ活動 

「探究計画作成・仮説発表会にむけた資料

作成」⑻ 

・これまでの成果を大学の先生方へ向けて

発表する準備は大変だな。 

・一人で分からないことを抱え込まずに支

所の先生や友達、先生に相談すると考え

が広がる。 

◯「研究者と学ぶ会」（埼玉大学訪問）⑹ 

・実際に探究活動をしている大学の先生方

へ発表するのは緊張するな。 

・これからの探究活動の方向が分かった気

がする。 

 

 

〇ゼミ活動 

「研究者と学ぶ会を振り返る」「探究計画

作成」⑵ 

・研究者と学ぶ会を振り返ると新たに調べ

ないといけない点が分かった。 

・先生からアドバイスをもらったことをも

とに見直すことができた。 

 

 

 

 

 

・生徒の進み具合を鑑み、ゼミごとに進捗

を共有したり、話し合ったりする活動を

行う。 

 

 

 

 

・大学の先生方に対して失礼のないように

事前に準備を行い臨ませる。 

◯思・判・表⑤（発表・発表資料） 

 

・大学の先生方からの助言や指導を思い出

させ、今後の個人探究をより深めること

ができるように指導する。 

◯思・判・表④（ワークシート） 

表現 〇トライアルデー 

「実証実験を行ってみよう」⑵ 

・自分の仮説を証明するために実際に実験

をすると考えとは違うことも起きるんだ

な。 

・アンケートを取ったり、実際に体験して

もらったりして、自分の仮説についての

結果を出すことで次の探究に活かせる。 

〇ゼミ活動 

「トライアルデーを振り返る」⑵ 

・実証実験を振り返ると新たに調べないと

いけない点が分かった。 

・アンケート方法について再度考えたこと

で、これからどんな風に進めていくかも

見通しをもてた。 

 

 

 

 

 

・事前に実証実験を行うための計画書を作

成させる。その祭、安全面への指導を行

う。 

○知・技②（観察・ワークシート） 

・トライアルデーの成果を整理させるとと

もに、今後の方向性や活動への見通しを

もてるように指導する。 

◯思・判・表⑤（発表・発表資料） 

 

 

 

ＩＣＴ活用の利点① 

アンケートの作成・配布・集計が簡単にで

き、自動集計によって効率的かつ安心して

活用できる。 

ＩＣＴ活用の利点① 

アンケートの作成・配布・集計が簡単にで

き、自動集計によって効率的かつ安心して

活用できる。 

事例のポイント② 実践例２を参照 

ＩＣＴ活用の利点② 

情報を整理しやすく、見やすい資料を作

成できる。画像やグラフで分かりやすく

伝えられる。 

編 P174 指導計画作成の留意事項⑷ 



【小単元３ 個人探究（自分の「すき」を深めよう）】（22） 

課題 

 

 

 

 

◯クラスでの活動 

「残りの探究活動の見通しをもとう」⑵ 

・研究者と学ぶ会とトライアルデーを振り

返り、残りの探究活動の見通しをもて

た。 

・意外と残りの時間は少ないから、より計

画的に行わないといけないな。 

〇ゼミ活動 

「表現方法の計画」⑵ 

・実証実験を振り返ると新たに調べないと

いけない点が分かった。 

 

 

・個人の学びをクラス全体で共有できるよ

うに指導する。 

○態②（観察） 

 

 

・残りの授業時数を踏まえて計画を立てさ

せる。 

 

 

情報 ◯ゼミ活動 

「要旨と発表資料作成」⑻ 

・情報量の多さが、要旨、まとめに影響し

ているので、ちゃんと調べないといけな

い。 

・表現を工夫してより相手に伝わりやすく

まとめるためにはどうすれば良いか考

えることが大切だと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

整理 ◯クラスでの活動 

「中間報告クラス内発表会」⑵ 

・時間が足りなかったので、ＰＴＡでの発

表までに調整したい。 

・客観的な意見が沢山聞けて良かった。 

◯ゼミ活動 

「クラス内発表会を踏まえて練り直し要

旨＋発表資料作成」⑷ 

・前回のクラス内発表の反省を生かして、

より良い発表にしたい。 

・説明を加えたほうが分かりやすいと思っ

たので、実際に演奏している動画を撮っ

た。 

・個人の学びをクラス全体で共有できるよ

うに指導する。 

○態②（観察） 

 

 

・前時までの学びや共有した様々な意見をも

とに探究活動の視野を広げるように指導

する。 

○態①（ワークシート） 

 

 

表現 ◯ＰＴＡでの発表⑵ 

「一年間の探究活動の成果を発表しよう」 

・発表の仕方、話し方も工夫しないといけ

ないな。 

・重要なポイントをおさえて話した方が良

いということがコメントから分かった。 

・これまでの探究活動の成果を発表させ

る。聞き手もより良くなる意見を伝えら

れるように指導する。 

 

○知・技①（発表資料） 

◯思・判・表⑤（発表・観察） 

○態①（発表・観察） 

課題 ◯一年間の探究活動の振り返り⑵ 

「あなたにとって学ぶとは何ですか？」 

・他者からの意見や感想を受け入れ、自分

の学びに生かす。 

・知識や思考を豊かにするもの。 

・見通しをもって効率的に学習すること。 

・自分に合った学習を行うこと。 

 

 

・一年間を振り返らせ、来年度の探究活動

の見通しをもてるように指導する。 

○知・技③（ワークシート） 

○態③（ワークシート） 

 

事例のポイント① 実践例１を参照 

事例のポイント③ 実践例３を参照 

ＩＣＴ活用の利点③ 

文章構成を整えやすく、図表やグラフを

挿入して分かりやすい発表原稿を作成で

きる。 

ＩＣＴ活用の利点③ 

データをもとにグラフを簡単に作成で

き、数値の傾向や比較が視覚的に分かり

やすくなる。 

ＩＣＴ活用の利点② 

情報を整理しやすく、見やすい資料を作

成できる。画像やグラフで分かりやすく

伝えられる。 



７ 実践例 

【実践例１】教師が選択肢を設けずに、生徒の興味・関心に基づいた主体的な「課題の設定」 

⑴ 概要・ねらい 

生徒が自らの興味・関心に基づき探究課題を主体的に設定できる力を育てることをねらいとする。 

教師は具体的なテーマ候補を提示せず、「大きな枠組み（分野）」だけを示し、その中で生徒が自

分の「好き」から問いをつくるよう支援する。振り返りや小さな試行を通して、課題設定や学習プ

ロセスに自信をもたせることを目指した。 

主な分野とテーマ例（抜粋） 

分野 テーマの例 

教育 学びたいと思える環境をつくろう～自己肯定感と勉強～ 

中学生に求められている学びとは 

教員に必要な力とは 

心理 「朝機嫌が悪くなるのはなぜか？」 

ゴミ箱にゴミを捨てさせるにはどうすればよいのか 

コミュニケーションの極意とは！ 

言語 中国語を学ぶ 

韓国語習得アプリを作ろう～日常生活編～ 

どのような物語・ストーリーで人は感動するのか。 

社会 十二単と束帯の共通点、相違点とできた理由 

「持続可能な開発目標」の姿とは？ 

命の考え方について～臓器移植法から考える～ 

数学 世の中の「確率」 

暗算が正確になるには 

なぜ数学を学ぶのか 

科学 早くて質の良い睡眠にするためには 

ペットボトルロケットで定点を狙うには 

どうやったら人間とほかの生き物は共生できるか 

芸術 購買意欲をかきたてるデザインとは 

人を感動させるクラシック音楽の演奏方法とは。 

ファッションを作り上げるには 

スポーツ 熱中症を予防するための効果的な方法とは 

リフティング ー技を極めるためにはー 

走る速さを速くするためには 

技術 持続可能な中学へ～落ち葉堆肥化計画～ 

ローラーによってミニ四駆の挙動に変化はあるのか 

米の収穫量を増やすためにビオトープとつなげたら増えるのか 

家政 簡単にトートバックを作るには 

人の魅力・個性が出せる服とは？ 

世界の材料を使った日本人好みのお菓子の創作 

共生社会 誹謗中傷を減らすには 

どうやったら人間とほかの生き物は共生できるか 

健康 がんの特徴から考える早期発見方法とは 

健康で怪我をしにくい体を作るためには 

明るく元気に学校に通うには 

その他 理想の髪にするために～コンディショナーに含まれる成分～ 

将棋が強くなるには何が一番大切なのか 

 

 

  



⑵ 生徒Ａの学びの様子と教師の働きかけ 

単元１の基礎探究の段階で、生徒Ａは「靴の指定の色はなぜ白なのか」「白にするメリットは

何なのか」という課題を設定して探究を行っていた。課題設定の理由として、「雨が降るとすぐ

汚れるのになぜ白い靴を指定しているのか」「体育の授業でクラウチングスタートをしたときに

靴が真っ黒になってしまい、なぜ黒ではないのか気になったから」「他の学校は黒い靴でも良い

のになぜ本校は白が指定なのか」などと記しており、身近な学校生活の中で感じた違和感を出発

点に「なぜそうなっているのか」を問いとして立ち上げていることが分かる。 

また、課題に関する予想や仮説として、「他の学校と見分けがつくようにするため」「清潔感を

出すため」「制服に色を合わせた（色合い）」「グレーや黒色の制服には白が合うからではないか」

といった考えを挙げていた。これらの記述からは、単に答えを調べて終わるのではなく、学校側

の意図や、見た目の印象といった背景にある理由や価値を自分なりに見通そうとしている姿がう

かがえる。こうした「身近な事柄の決まりの裏側

にある意味を考える」基礎的な探究の経験があっ

たからこそ、単元２の個人探究においても、自分

の「好き」である平安時代の衣装を手がかりに、

その奥にある人々の思いや文化的な意味を問う

視点へとつなげていく土台になったと考えられ

る。 

ア  「好き」の再確認と思考ツールによる初期   

テーマの設定 

 振り返りには「自分の好きなことは分かったけれ

ど、その中で具体的なテーマを立てることが大切」

と記していた。授業では、「なぜ？」「どんな人が関

わっている？」といった視点をプリントや板書であ

らかじめ示し、「ただ好きなだけ」で終わらせず、興

味の背景にある理由や人とのかかわりにも目を向け

られるようにした。その結果、興味の整理から課題

の芽を見つけようとする意識が生まれていった。 

 

イ アドバイザーミーティングによる視点の拡張と課題の再考 

 次に行ったアドバイザーミーティングでは、生

徒Ａが自分の興味やテーマ案を大学教員等のア

ドバイザーに説明し、助言を受ける機会を設け

た。振り返りには、「アドバイザーの方に話すこと

でアイデアが浮かんだ」「テーマは複数でも良い

→思いついたことをメモしておくことが大切だ

と分かった」などと記されており、他者に話すこ

と自体が、自分の考えを整理したり広げたりする

契機になっていることがうかがえた。 

このアドバイザーミーティングは、衣装そのも

のの知識にとどまらず、「その衣装を受け継いで

きた人の思い」や「今も続いている理由」といった視点にも生徒が

目を向けられるようにすることをねらいとして位置付けたもので

ある。助言を受けた後には、ワークシート上で「今考えているテー

マ」「新たに気付いた視点」「これから調べてみたいこと」などを整

理させ、フローチャート形式で今後の見通しと実際の実証実験や調

査で明らかにしたいことを具体的に表現させた。こうした活動を通

して、生徒Ａは自分の関心をことばにしながら、テーマを一つに固

定するのではなく、関連する問いや視点をいくつかもち、それらの

中から探究の方向性を選び直していくプロセスを経験していった。 



ウ 先行研究調査と博物館との出会いから、「もの・こと・人」への広がり 

 先行研究の段階では、インターネットだけでな

く、書物や絵巻物、論文など多様な資料を手がか

りに調査を進めた。生徒Ａは「休みの日に博物館

に行って情報収集したい」と振り返りに記し、実

際に展示資料や解説パネルから、衣装としての十

二単だけでなく、その制作技術や当時の生活・儀

礼との関わりにも目を向けるようになっていっ

た。 

 一方で、調査を進めるうちに情報量が増え、「何

を中心にまとめればよいか分からない」と行き詰

まりを感じる場面もあった。行き詰まりを感じて

いた場面では、個人面談の中で「分かったこと」「もっと知りたいこと」「まだよく分からない

こと」の三つの視点から問いかけを行い、生徒自身が自問自答を通して考えを整理し、人の思

いや願いに関わる視点も意識できるように働きかけた。振り返りには、「これからどのように調

査していくか見通しを持つことが大切だと分かった」とあり、情報の整理と教師の問い返しに

よる形成的評価を通して、探究の方向性を自覚的にとらえ直している様子が見られた。 

 

エ 中間報告と「研究者と学ぶ会」（大学訪問）を通した課題設定の質の高まり 

 大学訪問に向けて、生徒Ａは自分の探究の経過を

Ａ４一枚の要旨としてまとめる中間報告書づくりに

取り組んだ。その際、「事実として分かったこと」と

「自分の考え」を分けて整理するように指示し、ク

ラス内や保護者に向けた事前発表の機会を設けた。

事後の振り返りからは、他の生徒の発表を聞く中

で、「調べた内容と自分の考えとのつながり方」や「人

の思いに目を向けている点」に注目していることが

うかがえ、他者の発表を手がかりに自分の課題の捉

え方を見直している様子が見られた。 

大学訪問当日は、作成した要旨をもとに大学教員

の前で発表し、内容や進め方について助言を受け

た。発表後の振り返りには、「別の視点からのアドバ

イスを受けたことで、相手に伝わりやすく研究を進

めていきたい」といった趣旨の記述があり、衣装そ

のものの説明にとどまらず、「十二単や日本の伝統

文化を守り受け継ごうとしている人たちの思いや、

伝統が続いている理由」にも目を向けようとしてい

ることが読み取れた。さらに最終の振り返りでは、

「実証が根拠の一部になると思っていたが、条件な

しの実証は意味がない。だから、調べたいこと以外

の条件を決めることが大切だと思った」と記してお

り、伝統文化を受け継ぐ人々の思いに迫るために、

どのような条件をそろえて比較・検討すべきかを考

える視点が育ってきていることが分かる。 

このような中間報告と大学訪問のプロセスを通し

て、生徒Ａは、当初の「平安時代の衣装について詳

しく知りたい」という関心から、「十二単という伝統

文化を受け継ぐ人々の思いや願い、その意味をどの



ように捉えるか」という観点へと課題の焦点を移し

ていったと考えられる。中間報告書の作成、発表、

大学教員からの助言といった一連の活動を位置付

けたことにより、課題設定の内容だけでなく、その

根拠の捉え方や対象の広げ方といった点でも、質的

な高まりが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【実践例２】専門家やゲストティーチャーによる指導・助言で、視野を広げる「課題の再検討」 

 ⑴ 概要・ねらい 

  生徒が自分の興味・関心を出発点に課題を設定する際に、専門家やゲストティーチャーの指導・

助言を受けることで、新たな視点や具体的な探究の方向性を見いだせると考えた。とりわけ、本

実践では、大学教員等との対話を通して、生徒の関心が「自分の好きなテーマの内容」だけにと

どまらず、「探究の進め方」や「成果の生かし方」へと広がっていくことをねらいとしている。教

師は生徒の主体性を尊重しつつも、指導・助言の内容を生かして課題や方法を再検討できるよう

に支援し、より深い個人探究へとつなげようとした。 

生徒の振り返りの記述を紹介する。 

 

⑵ 「アドバイザーミーティング」の際の振り返りより 

・新しい視点から物事を考えることができた。 

・講師の先生のおかげで、テーマが明確になり、見通しも大まかにもつことができた。 

・時にはアドバイスをもらうことが大切だと思いました。アドバイスをもらうことで自分だけでな

く他の人の意見を聞くことができたり、探究のヒントを貰えたりするからです。 

・アドバイザーの方にアドバイスをもらって主観ではなく、違う方向から見てもらう。 

 

⑶「研究者と学ぶ会」（埼玉大学訪問） 

生徒への質問「大学の先生に教えていただいたことや発表でご助言（フィードバック）をもら

いました。これからの探究にどのようなことが生かせそうですか。また印象に残っていることを

教えてください。」という質問に対して生徒は次のように回答している。 

１ 探究の進め方・方法論 

・仮説の種類：生成型・検証型に分ける ・仮説は具体的にする（広すぎると深めにくい） 

・問題を明確化し、なぜそうなるかを裏付ける 

・実験では条件設定・比較対象・数値・段階的検証が重要 

・先行研究は批判的に読む（情報の信頼性・目的を考える） 

・調査はネットだけでなく本・新聞・インタビューも活用 

２ アウトプットの工夫 

・発表資料は誰が聞くかを想定し、用語や定義を丁寧に 

・グラフや写真、イラストを多用し視覚化 

・比較（例：有名企業の事例・ダメな例）で説得力を強化 

・感情・心理の理解には客観・主観・共感の三視点を活用 

３ 学び・気づきの深め方 

・感動や好きを分析する：種類・プロセス・共通点を探す 

・色、形、音楽、イラストなど対象の要素を分解、比較 

・視点を広げる：個人、チーム、社会的視点、科学的視点 

・既存のものを模倣し分析して、自分の要素を追加する 

４ 日常や現実に応用する視点 

・探究結果が実際にどのように活かせるかを考える 

・生活・社会・環境への影響を想定して課題を設定 

・「未来を考えながら作業する」「３年後の見通しを持つ」 

５ 心理学・科学的思考の活用 

・認知的方略（過去・未来の捉え方、動機の種類） ・ドーパミンや睡眠段階などの生理学的観点 

・メンタルの要素や運動連鎖など科学的に裏付ける 

６ 次の探究への応用 

・仮説や調べるテーマの見直し ・視点を絞る、条件を明確化する 

・比較・検証・実験を通じて深く分析する ・インタビューやアンケートで多様な意見を収集 

・文献・資料の出典明示で信頼性を担保 



今回の大学の先生方への発表や講義・助言を受けた生徒の感想からは、探究の「基礎を整える力」

が確実に伸びていることがうかがえた。多くの生徒が、仮説の立て方や実験条件の設定といった方法論

だけでなく、「誰に向けてどのように発表するか」「得られた結果を日常や将来にどう生かすか」といっ

た視点に言及している。これは、実践例２が、本研究で整理した１〜６の観点のうち、とくに「１ 探

究の進め方・方法論」「３ 学び・気づきの深め方」「６ 次の探究への応用」にかかわる変容をもたらし

ていることを示していると言える。これらの感想は、専門家との関わりが、生徒の探究を「好き」や

「問い」から社会に生かす学びへと押し上げる決定的な契機となっていることを示している。 

  



【実践例３】毎時間の振り返りによる生徒の実態把握と学ぶ意欲の下支えを行う適切な教師の関わ

り 

⑴ 概要・ねらい 

  毎時間の振り返りを通して生徒一人一人の学習状況や考えの過程を把握し、それに基づき的確

な助言を行うことで、学ぶ意欲の下支えを行った。この取組により、生徒は自分の学びを振り返

る習慣を身に付け、教師は適切なタイミングで指導や支援ができるため、個々の探究活動を効果

的に促すことができた。個人探究や自由探究は、「教師が何もしなくてよい学習」ではない。テー

マや活動がばらばらになり、学習としての質が担保されないまま「好きなことを好きなようにや

って終わり」になってしまう危険性がある。 

 だからこそ、教師は毎時間の振り返りや対話を通して、生徒の思考の足跡を丁寧にたどり、必

要に応じて問いを深めたり対象を広げたりする方向へそっと舵を切る役割を担う。自由探究であ

っても、「やりっぱなし」ではなく、教師が学びを見取り、的確な支援と評価を行っていることを

可視化していく必要がある。 

 

⑵生徒Ｂに対する実際の指導と支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の記述を丁寧に読み取り、良さを認めたり励ましたりして、学ぶ意欲の下支えを行っている。最

終的に生徒Ｂは「実証が根拠の一部になると思っていたが、条件無しの実証は意味がないとわかった。

だから、調べたいこと以外の条件を決めることが大切。」と記述しており、教員の適切な支援があっ

たと推察できる。 


